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令和元年６月定例議会
「避難者カード」
今年度の作成を目指す
「避難者カード」
今年度の作成を目指す

会派：「県民ネットワーク」に所属しました

その他の質問項目
○避難者行動要支援者の個別計画について　
○防災情報の周知について　　
○防災対策基本条例について　
○令和５年全国国民スポーツ大会・
　全国障害者スポーツ大会について
○学校における医療的ケアについて　
○通学路における子供の防犯対策について

　　　　　　　　　　　　　　４月７日（日）に投開票が行われた、佐賀県議会議員選挙において、6252 票
　　　　　　　　　　　　　の付託をいただき、初当選させていた
　　　　　　　　　　　　　だきました。10 日（水）に当選証書を
　　　　　　　　　　　　　いただき、皆様にご挨拶させていただ
　　　　　　　　　　　　　く間もほとんど無く、一気に県議会に
　　　　　　　　　　　　　突入しました。私は国民民主党・社会
　　　　　　　　　　　　　民主党・無所属の議員が所属する会派
　　　　　　　　　　　　　「県民ネットワーク」に所属させていた
だき、私を含む５人で活動させていただくこととなりました。 会派控室にて

「佐賀新聞」　令和元年 6月19日朝刊
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命と心を育む社会を目指して

質問内容を
佐賀新聞で
取り上げられ
ました

　４月の佐賀県議会議員選挙後、初めての一般
質問を行いました。この「避難者カード」は、平
成 28年12月の鳥栖市議会で提案させていたも
ので、避難所で避難者の情報を把握するために
記入していただくカードのことです。当時の調
査では、佐賀県内 20市町のうち、鳥栖市を含む
9 市町しか策定しておらず、広域災害を見据え
て、佐賀県内で統一した書式の避難者カードを
　　　　　　　　　　作成すべきと提案しておりました。その後、山口知事から、この書式を統一するとい
　　　　　　　　　　う発言がありましたが、未だ実現できておりません。
　　　　　　　　　　　そこで、今回県議会の場で質問
　　　　　　　　　　させていただいたところ、「今年度
　　　　　　　　　　の作成を目指す」という方針が示
　　　　　　　　　　　　　　　　　　され、初登壇に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　も関わらず大き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　な成果を出すこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　が出来ました。



　「色覚チョーク」とは、色覚異常など、色覚に
配慮が必要な人達でも見えやすいチョークのこ
とです。過去に鳥栖市議会でも提案し、現在鳥
栖市内でも導入が進んでおり、佐賀県全体の小
・中学校、高等学校に広めるために質問をしま
した。
　質疑の結果、「学校における色覚異常の児童
生徒への配慮を周知すると共に、色覚チョークの情報を市町へも提供する」前向きな方針を示していただ
きました。

文教厚生常任委員会
　私が所属することになった文教厚生常任委員会（教育委員会、県民環境部、健康福祉部の所管事項を担当）
にて、こちらも早速質問に立ちました。

「色覚チョーク」の情報を市町にも提供する「色覚チョーク」の情報を市町にも提供する

「抱え上げない介護」について

「民生・児童委員の活動しやすい環境整備」について
　今年は３年に一度の民生・児童委員の改選期となります。民生委員は地域に無くてはならない人材であり
ます。また、佐賀県の民生・児童委員の充足率は９９・５％と、全国平均の上回る誇らしい状況となってお
ります。しかし、現場では「担い手不足」「精神的負担感」「高齢化・多忙化」等の課題が絶えず、活動しや
すい環境整備を行うことが必要です。
　私からは、まずは「業務の実態把握」、そして、研修について「他の市町との情報交換・共有」「実践に繋がる研
修」、さらに、前向きなイメージを更に浸透させるための「効果的な広報」について、更なる改善を求めました。

委員会での質問の様子

多久市の天寿荘の委員会視察

「毎日新聞」　令和元年 6月17日朝刊

　２０２５年には、佐賀県内の介護
人材が６００人不足すると言われて
います。また、介護職員の「腰」へ
の過度な負担も大きく、今後の介護
職員の定着や負担感の軽減、さらに
は、高齢者の二次障害を予防する効
果を期待して、今年から、県として
も「抱え上げない介護」を推進して

います。
　また、介護現場に、より脚光が当たるよう、県のホームページなど
を活用して、この制度を着実に推進し、人材育成にやる気のある事業
所を応援していく仕組みを行っていく。という県の方針を示していた
だきました。

あとがき
　初めての県議会が 7 月 1 日に終了しました。市議会時代とは勝手が違うことが多くとまど
いました。一般質問は全 38 人中 15 人しか出来ませんので、私は年 2 回しか登壇が叶いませ
ん。また、委員会質疑も事前に質問することを伝えておかなければ登壇出来ません。今議会
はタイミング良く、7 人の新人議員の中で、私だけが一般質問と委員会質疑をすることが出来
ました。また、県議会の内容はなかなか皆様に届かない現状がありますので、議会改革について
も、積極的に議論する環境を創りたいと考えています。とにかく、張り切って！がんばります！！
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（留守電を必ず残して下さい）

皆様のご意見・ご要望など
お聞かせください！！
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